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生命の大切さを知るために：統合型カリキュラムによるヒューマニズム教育
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【目的】慶應義塾大学薬学部では、平成 18 年度より 6年制薬学教育カリキュラム
として、プレゼンテーション、生命倫理、IT などを統合して学ぶ科目｢生命の大切
さを知るために｣を開講した(第 126 年会で発表)。その後、このカリキュラムを高
学年に展開し、3年間にわたって段階的にヒューマニズム教育を行う統合型カリキ
ュラムを完成させた。本発表では、3年間の実施結果について報告する。 
【結果】1年春学期の｢プレゼンテーション｣では、グループワークを通して様々な
意見があることを知り、グループとしての考えをわかりやすく伝えるための技
術・態度を学び、同時期開講の｢薬学生のための情報科学｣をプレゼンテーション
と相互に関連させ、情報収集・信憑性の判断・情報の発信に関するスキルを学ぶ
ようにした(第 127 年会で発表)。秋学期の｢ヒューマニズム/コミュニケーション｣
で｢生と死｣に関するテーマで議論・発表を行い、患者や家族の立場から生命倫理
を考える機会とした。2年春学期｢生命倫理｣では、生命倫理に関する基本的な知識
を積み上げ、グループ討議も行う。続く 3 年春学期｢患者から学ぶ｣では、様々な
患者・薬害被害者の話を聞いた後に薬剤師としての倫理観を考える討論を行った。
これらのカリキュラムは SGL 委員会が主体となって絶えず内容をブラッシュアッ
プし、また、チューター教員向けのワークショップも開催している。このように、
全学的に取り組み、多くの教員が参加している点が本カリキュラムの特徴である。 
【今後の課題】医療人に必要なヒューマニズムの醸成は 6 年間通して行う必要が
ある。1～3 年で学んだ内容を、高学年の講義・実習にどのように生かし、またカ
リキュラムを展開させるかが今後の課題である。 
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